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聴覚失認者にとっての
緊急災害時のチャイムの意義

兵庫県⽴⼤学
⾃然・環境科学研究所

三⾕雅純

助成番号５－３号

⾃⼰紹介
○ ⼈類学の研究者でフィールド・
ワーカーです。熱帯林、特にアフリ
カやインドネシアの植物と霊⻑類の
種間関係を研究していました。

○ 2002年04⽉23⽇に脳⾎管に⾎栓
が詰まる脳塞栓（のう・そくせん）
症（脳梗塞の⼀種）になりました。

○⾝体障害者２級（重度障害者）で
す。⾼次脳機能障害もあります。
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聴覚失認と聴覚情報処理障害（APD）
「聴覚情報処理障害（auditory processing disorder, APD）」は、

⾳を感知する末梢聴覚（外⽿、中⽿、内⽿）の機能に異常が無く、
「聞こえている」にも関わらず⾳を認知して聴覚情報を処理する脳内
の中枢神経システムの連絡が悪く⾔語⾳の処理ができない状態を指す。

これまでのバリアフリー・デザインで問題になってきたのが「抹消
聴覚」であり、脳の問題であるAPDは、応⽤を問題にできるほどデー
タがなく解釈が進んでいなかった。

この研究で「聴覚失認」と呼んでいるのが、APDとほぼ同じ症状です。

聴覚失認（≒聴覚情報処理障害 (Auditory 
Processing Disorders: APD)）とは？

•⾼次脳機能障害者で失語症の⽅の⼀部

•発達障害者の⼀部

•認知症者の⼀部
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⽅ 法
• 聴覚失認者に、普段、友の会などで慣れた会場に集まってもらい、

集団でDAISY/EPUB形式の放送を視聴し、回答してもらった。

• あえてチャイムをない⾔語⾳の視聴覚実験と、あえてチャイムをな
い「視覚情報と簡単な暗算」の視聴覚実験を、聴覚失認を⽰す⾼次
脳機能障害者65名と、対照として⾮障害者35名、のべ合計100名）
を対象に⾏った。

• チャイムのない実験の結果を、それぞれチャイムを添えた⾔語⾳の
視聴覚実験（三⾕, 2021）とチャイムを添えた「視覚情報と暗算」
の視聴覚実験（三⾕, 2019）の結果と⽐較して、聴覚失認者にとっ
てのチャイムの意味を探った。

ところでDAISY/EPUB形式とは︖
• もともとは視覚障害者⽤に開発されたテープレコーダーに代わ
る技術だが、マルチメディアDAISYが出て、絵や⽂章、⽂節の
ハイライトなどの機能が加わり、発達障害者などその他の障害
者にも使いやすいことが解った。

• DAISY/EPUBの注意点は、字幕には❶表⾳⽂字（ひらがな、カ
タカナ）に頼らず表意⽂字（漢字）を使う、❷⼀⾏程度の⾏間
を空ける、❸⽂章がハイライトによって、喋っているところが
分かるようにする、❹アナウンサーの発声とハイライトの同期
が必要である。❺チャイムの添付。❻ゆっくりと滑⾆の良い
しゃべり⽅を⼼がける、などです。
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アフリカの
ンドキという森に
ゴリラが
住んでいます

『くんくんくん おいしそう』
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 チャイムを添付した⾔語⾳課題のKruskal-Wallis test の結果（三⾕, 2021 を改変）

設問 チャイム ⼩説の名前 ｐ

1 NHK緊急地震速報の報知⾳ 夢⼗夜︓第六夜 .241 ns

2 エリアメール緊急地震速報の警報⾳ 注⽂の多い料理店 .330 ns

3 半鐘の⾳ ⼭⽉記 .421 ns

4 全国瞬時警報システム（Jアラート） 狐 .180 ns

5 au 災害・避難情報 緊急速報報知⾳ 夢⼗夜︓第⼋夜 .077 ns

6 緊急地震速報 REIC ー

7 踏切の警報⾳ ⼩さき者へ .366 ns

8 NHK緊急地震速報の報知⾳ 蜘蛛の⽷ .184 ns

9 全国瞬時警報システム（Jアラート） ⼭⽉記 .028 < .05

10 学校のチャイム ⾵の⼜三郎 .002 < .01

11 パトカー・サイレン⾳ ⼩さき者へ .031 < .05

12 エリアメール緊急地震速報の警報⾳ ー

13 緊急地震速報 REIC ⾵の⼜三郎 .015 < .05

14 au 災害・避難情報 緊急速報報知⾳ ⼩さき者へ .285 ns

15 チベット・ベルの⾳ 夢⼗夜︓第四夜 .046 < .05

＊，＊＊ はデータの不備によって検討ができなかったことを⽰す。

チャイムのない⾔語⾳課題でKruskal-Wallis test を⾏った結果

⼩説の名前 ｐ

設問１ 夢⼗夜 第⼆夜 .382 ns

設問２ 注⽂の多い料理店 .024 < .05

設問３ ⼭⽉記 .023 < .05

設問４ 狐 .114 ns

設問５ 夢⼗夜 第四夜 .235 ns

設問６ ⼩さき者へ .323 ns

設問７ ⼩さき者へ .188 ns

設問８ 蜘蛛の⽷ .028 < .05

設問９ ⼭⽉記 .029 < .05

設問１０ ⾵の⼜三郎 .053 ns

設問１１ ⼩さき者へ .809 ns

設問１２ ⾛れメロス .008 < .01

設問１３ ⾵の⼜三郎 .428 ns

設問１４ ⼩さき者へ .265 ns

設問１５ 夢⼗夜 第九夜 .440 ns

⾔語⾳︓チャイムの有無によるKruskal-Wallis test の結果

視覚情報と暗算︓チャイムの有無によるKruskal-Wallis test の結果

ｐ

設問１ .004 < .01

設問２ .003 < .01

設問３ .137 ns

設問４ .477 ns

設問５ .042 < .05

設問６ .000 < .01

設問７ .107 ns

設問８ .103 ns

設問９ .043 < .05

設問１０ .002 < .01

設問１１ .060 ns

設問１２ .870 ns

設問１３ .986 ns

設問１４ .002 < .01

設問１５ .042 < .05

チャイムのない視覚刺激と暗算で
Kruskal-Wallis test を⾏った結果

設問 チャイム ｐ

1 NHK緊急地震速報の報知⾳ .033 < .05

2 エリアメール緊急地震速報の警報⾳ .132 ns

3 半鐘の⾳ .000 < .01

4 全国瞬時警報システム（Jアラート） .033 < .05

5 au 災害・避難情報 緊急速報報知⾳ .011 < .05

6 緊急地震速報 REIC .002 < .01

7 踏切の警報⾳ .016 < .05

8 NHK緊急地震速報の報知⾳ .138 ns

9 全国瞬時警報システム（Jアラート） .060 ns

10 学校のチャイム .019 < .05

11 パトカー・サイレン⾳ .009 < .01

12 エリアメール緊急地震速報の警報⾳ .058 ns

13 緊急地震速報 REIC .218 ns

14 au 災害・避難情報 緊急速報報知⾳ .079 ns

15 チベット・ベルの⾳ .086 ns

チャイムのある視覚刺激と暗算で
Kruskal-Wallis test を⾏った結果（三⾕, 2019 を改変）
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回答を基準に、障害の程度、チャイムの有無で正解の割合を⾒た図

図１ チャイムの有無によって⾔語⾳課題に回答して
もらった結果を設問ごとにまとめた図。⾮障害者、軽
度障害者、中・重度障害者の、チャイムの有無（左︓
⽩抜き、右︓灰⾊）で回答の正解した割合を⽰した。
＊︓< .01, ＊＊︓ < .05。

図２ チャイムの有無によって視覚刺激（トラ
ンプの柄と絵としてのアルファベット）と暗算
の課題に回答してもらった結果を設問ごとにま
とめた図。表記法は図1に同じ。チャイムの有無
で有意差の検出できた組み合わせはなかった。

⾮障害者 軽度障害者 中・重度障害者

＊ ＊＊

⾮障害者 軽度障害者 中・重度障害者

被験者ごとに、障害の程度、チャイムの有無で正解の割合を⾒た図

図３ チャイムの有無によって⾔語⾳課題に回答してもら
った結果を被験者を基準にまとめた図。表記法は図1に同
じ。チャイムの有無で有意差の検出できた組み合わせはな
かった。

図４ チャイムの有無によって視覚刺激（トランプの
柄と絵としてのアルファベット）と暗算の課題に回答
してもらった結果を被験者を基準にまとめた図。表記
法は図1に同じ。チャイムの有無で有意差の検出できた
組み合わせはなかった。

⾮障害者 軽度障害者 中・重度障害者 ⾮障害者 軽度障害者 中・重度障害者
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以上をまとめると
•⾔語⾳で実験をした場合、DAISY/EPUB形式な
ら、チャイムがあると聴覚失認者も正解したが、
後半では正解できなかった。チャイムがないと前
半から正解できないことがあった。

•被験者ごとに⾔語⾳で回答の正解率を⾒ると、⾮
障害者ではチャイムの働きが顕著である。ただし、
視覚情報と暗算では違いはなかった。

チャイムの効果を⾔語⾳課題で⾒てみると
被験者ごとに⾒た⾔語⾳に
チャイムが添付された場合の
⾮障害者の最⼩値は、軽度障
害者や中・重度障害者がチャ
イムが添付されていない場合
の四分位範囲、つまり25 %
程度しか理解できなかった。
ところが、チャイムが添付さ
れると、理解できた⼈は軽度
障害者の50 %以上、中・重
度障害者の25 %以上に上っ
た。

図３ チャイムの有無によって⾔語⾳課題に回答してもら
った結果を被験者を基準にまとめた図。表記法は図1に同
じ。チャイムの有無で有意差の検出できた組み合わせはな
かった。

⾮障害者 軽度障害者 中・重度障害者

⾮障害者
が不⾃由
なく理解
できる範
囲
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議 論
• ⾮障害者がチャイムによって注意喚起を受けて、注意して
放送を聞くように、聴覚失認者も注意して放送を聞いた。

• しかし、反対に⾔うと、いくらチャイムを付けても軽度障
害者の25 %以上50 %未満、中・重度障害者の50 %以上
75 %未満の⼈が確実に取り残されるのは事実である。

• 今後は量的研究だけでなく、インタビューなど質的研究を
とおして個別の事情に迫ることで、取り残しを減らせるの
ではないか。

謝 辞
• 2020年度ECOMO交通バリアフリー研究・活動助成対象事業
（助成番号５－３号）「聴覚失認者にとっての緊急災害時の
チャイムの意義」

• 2019〜2021 科研費､基盤研究(C)（⼀般）（19K01143）
「⾔語⾳の認知が難しい⾼次脳機能障がい者もそうでない⼈も
共に分かる放送⽅法の研究」

• のべ100名の聴覚失認当事者とその援助者、⾔語聴覚⼠、およ
び関⻄テレビCSR関係者の協⼒を得て研究を続けました。

記して感謝いたします。
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⼿持ち原稿 
第１４回 ECOMO 交通バリアフリー研究・活動助成報告会 

助成番号５－３ 

 

聴覚失認者にとっての緊急災害時のチャイムの意義 

 

兵庫県⽴⼤学 ⾃然・環境科学研究所 

三⾕ 雅純 

 

①  三⾕雅純と申します。よろしくお願いいたします。

「聴覚失認者にとっての緊急災害時のチャイムの意義」

の研究内容についてご報告いたします。 

 

②  まず簡単に⾃⼰紹介をいたします。わたしは⼈類学の

研究者で、 基本的にフィールド・ワーカーです。熱帯林、

特にアフリカ中央部の経験が⻑くあります。ところが、

2002 年 04 ⽉ 23 ⽇、突然、 脳⾎管に⾎栓が詰まる脳
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塞栓症（のう・そくせん・しょう）になり ました。現在

は⾝体障害者２級で、失語症もあります。わたしは、普

段、聴覚失認はありませんが、せっかく障害者になった

のだから、障害者にしか⾒えない世界を皆さんに紹介し

ようと思い、聴覚失認者の研究をするようになりました。 

 

③  さて「聴覚失認」という⾔葉です。これは「聴覚情報

処理障害」と同じ現象です。これまでバリアフリー・デ

ザインやインクルーシブ・デザインでは物理的な「聞こ

え」を問題にしてきました。そこでわたしは、研究が少

ない、⾳が脳に届いてからの⾔語⾳を問題にしようと思

いました。なぜなら、社会全体に聴覚失認の認識は乏し

く、聴覚失認者への対応の仕⽅が分からずに、ずっと放

って置かれてきた歴史があるからです。 

 

④  聴覚失認者とは、❶ ⾼次脳機能障害者で、特に失語症

者の⼀部、❷ 発達障害者の⼀部、❸ 認知症者の⼀部、

に⾒られると分かってきました。 
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失語症の⼀部には、昔から「聞いても理解できない」⽅

がいることが分かっていましたので、わたしもそうした⾼

次脳機能障害者を対象に放送法の研究を続けて来たのです。

その時⼀番怖いのは、「⾔語⾳で放送される緊急災害情報」

の理解です。情報が理解できなければ、命の危険がありま

す。 

 

⑤  ⽅法です。聴覚失認者に、普段、友の会などで慣れた

会場に集まってもらい、集団でDAISY/EPUB形式の放送

を視聴し、回答してもらいました。今回⾏った実験では、

あえてチャイムのない⾔語⾳の視聴覚実験と、チャイム

のない「視覚情報と簡単な暗算」の視聴覚実験を、聴覚

失認者を含む⾼次脳機能障害者 65 名と、対照として⾮

障害者 35 名、のべ合計 100 名を対象に⾏いました。 

 

そして、チャイムのない実験の結果を、それぞれチャイ

ムを添えた⾔語⾳の視聴覚実験（三⾕, 2021）と「視覚情
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報と暗算」の視聴覚実験（三⾕, 2019）の結果と⽐較して、

聴覚失認者にとってのチャイムの意味を探りました。 

 

⑥  ところでDAISY/EPUB形式とは何のことでしょうか︖ 

 

 もともとは視覚障害者⽤に開発されたテープレコーダ

ーに代わる技術ですが、マルチメディア DAISY が出て、

絵や⽂章、⽂節のハイライトなどの機能が加わり、発達

障害者などにも使いやすいことが解りました。EPUB は

それを⼀般向けに開発したものです。聴覚失認者に分か

りやすい DAISY/EPUB 形式は、「字幕には①表⾳⽂字

（つまり、ひらがな、カタカナ）に頼らず表意⽂字（つ

まり漢字）を使う、②⼀⾏程度の⾏間を空ける、③⽂章

がハイライトによって、喋っているところが分かるよう

にする、④アナウンサーの発声とハイライトの同期が必

要である。⑤チャイムの添付。⑥ゆっくりと滑⾆の良い

しゃべり⽅を⼼がける、などがあります。 
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 ⾔葉で説明するよりも、実際に⾒ていただく⽅がわか

りやすそうです。まず「チャイム」が鳴ります。「チャ

イム」は注意喚起の合図です。ここではNHKの緊急地震

速報に使われるチャイムを使ってあります。 

 

次にDAISY/EPUB形式の⽂章です。ここでは絵本『く

んくんくん おいしそう』をプロのアナウンサーに読ん

でいただきました。 

 

⑦  （NHK の緊急地震速報に使われるチャイム） 

 

⑧  （『くんくんくん おいしそう』の⼀節） 

 

⑨  結果です。まず⾔語⾳の実験の結果です。すべて結果

は⾮障害者が正答率の基準とみなし、そして、聴覚失認

者がそこから外れるかどうかを⾒ていることになります。

まず右の三⾕（2021）のチャイムを添付した⽅では

「前半は⾮障害者と遜⾊ないが、後半になると違いが⽬
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⽴つ」ようになります。つまり、聴覚失認者は、⾳声が

認知できないはずなのに、DAISY/EPUB 形式でチャイム

があれば内容を理解できるということです。後半、分か

らなくなったのは疲れが出てきたのかもしれません。と

ころが左のチャイムがない⽅だと、いくら DAISY/EPUB

形式であったとしても認知できないものは、できなかっ

たと考えられます。 

 

⑩  次に視覚情報であるトランプの柄の暗記と簡単な暗算

の結果です。これはチャイムがあっても、なくても別に

変わらないようです。ここが⾔語⾳と違うところです。 

 

⑪  箱ひげ図です。図 1 はチャイムの有無によって⾔語⾳

課題に回答してもらった結果を設問ごとにまとめた図で

す。設問による違いを⾒ていて、個⼈ごとには分けてい

ません。⾮障害者、軽度障害者、中・重度障害者の、チ

ャイムの有無で回答の正解した割合を⽰しました。チャ

イムがある場合は左の⽩抜き、ない場合が右の灰⾊です。
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⾮障害者と中・重度障害者に有意差が⾒られます。 

 

 同じく図 2 は、チャイムの有無によって視覚刺激と暗

算の課題に回答してもらった結果を設問ごとにまとめた

図です。チャイムの有無で有意差の検出できた組み合わ

せはありませんでした。 

 

⑫  次に、被験者ごとに、障害の程度、チャイムの有無で

正解の割合を⾒た箱ひげ図をご覧いただきます。これら

の図は被験者ごとにまとめたものですので、⾮障害者以

外は個⼈によって正答率がずいぶん違う、つまり上下に

伸びているということが分かります。 

 

  まず図３です。チャイムの有無によって⾔語⾳課題に

回答してもらった結果を、被験者を基準にまとめた図です。

表記法は図 1 に同じです。チャイムの有無で有意差の検出

できた組み合わせはありませんでしたが、図 1 と同じよう

な差異が表れています。⾔語⾳では、⾮障害者にはチャイ
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ムが⼤切だということが分かります。 

 

 図 4 の視覚刺激と暗算の課題ですが、⾮障害者を⾒ると、

チャイムの有無で、まったく差異がないことが分かります。 

 

⑬  以上をもう⼀度まとめます。⾔語⾳で実験をした場合、

DAISY/EPUB 形式なら、チャイムがあると聴覚失認者も

正解したが、後半では難しかった。チャイムがないと、

前半からでも、難しかった。 

 

被験者ごとに⾔語⾳で回答の正解率を⾒ると、⾮障害

者ではチャイムの働きが顕著であった。 

 

⑭  それからこれは、ぜひ理解していただきたいことです。

今、⾮障害者と呼んでいる⼈たちは、⾔葉を聞く時に何

も不⾃由は感じない⼈たちです。つまり、チャイムを添

付したとき、少なくともその最⼩値までは、⾔葉が理解

できる範囲だと考えられます。 
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ここで⾮障害者の最⼩値を⾒てみると、軽度障害者や

中・重度障害者が、チャイムの添付されていない場合の

四分位範囲に当たります。つまり障害者では、チャイム

がないと全体の25 %程度しか理解できなかったことが分

かります。ところがチャイムが添付されると、理解でき

た⼈は、⽔⾊⽮印で⽰したように軽度障害者の50 %以上、

藍⾊⽮印で⽰したように中・重度障害者の25 %以上にな

りました。これが聴覚失認者にとってのチャイムの意義

になるわけです。 

 

⑮  議論です。⾔語⾳で放送したとき、⾮障害者にとって

チャイムは、注意喚起の役割を果たしていました。これ

は聴覚失認者にとっても同じことで、注意して聞いてく

ださいました。チャイムは単なる⾳の飾りではなく、現

実に機能を持っていました。 

 

 しかし、いくらチャイムを付けても軽度障害者の
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25 %以上 50 %未満、中・重度障害者の 50 %以上

75 %未満の⼈が確実に取り残されるのは事実です。ど

うやって取り残される⼈が出るのを防ぐかと考えてこの

研究を始めたのですが、今のところ、次の⼀⼿は考えつ

きません。正直なところ困ってしまいました。 

  

 量的研究は統計解析が利⽤しやすいので、⼈間、つま

り、わたしの勝⼿な思い込みは、極⼒、防ぐことができ

ます。それで今まで研究を続けてきましたが、ここは発

想を変えて、例えばインタビューなどの質的研究で、今

は、個⼈ごとの個別の問題を掘り下げてみてはどうかと

考えています。研究は、これからも、まだまだ続けるつ

もりです。ありがとうございました。 

 

（太字が三⾕が⾳声を⼊れたところ） 

⑯  この研究は 2020 年度 ECOMO 交通バリアフリー研

究・活動助成対象事業（助成番号５－３号）「聴覚失認

者にとっての緊急災害時のチャイムの意義」と 2019〜
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2021 科研費､基盤研究(C)（⼀般）（19K01143）「⾔語

⾳の認知が難しい⾼次脳機能障がい者もそうでない⼈も

共に分かる放送⽅法の研究」から研究費の援助をいただ

きました。 

 

それと共に、聴覚失認当事者とその援助者、⾔語聴覚

⼠、合わせてのべ１００名、関⻄テレビ CSR 関係者の協

⼒を得ました。記して感謝いたします。 

 


	聴覚失認者にとっての緊急災害時のチャイムの意義（2020）発表形式
	手持ち原稿_第１４回ECOMO交通バリアフリー研究・活動助成報告会

